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「
働
き
方
改
革
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
、
月
日
が
た
ち
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の

学
校
で
は
「
改
革
」

進
ま
れ
て
い
ま
す

か
？
「
改
善
」
は
さ

れ
つ
つ
あ
る
け
ど
も

「
改
革
」
と
言
え
る

の
か
？
と
日
々
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
４
月
の
残
業

時
間
は
49
時
間
で
し

た
。
ま
た
、
１
学
期

の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て

い
る
中
、
病
気
休
暇

を
と
ら
れ
た
新
任
さ

ん
が
い
ま
す
。「
改

善
」
し
て
い
る
の
で

は
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い

で
す
。
台
風
の
進
度

は
速
い
の
に
な
ぁ

ー
。
と
休
校
に
な
っ

た
日
に
溜
ま
っ
て
い

た
仕
事
を
片
付
け
な

が
ら
思
っ
て
い
ま
し

た
。
私
の
学
校
で
は

今
年
度
よ
り
企
画

会
、
職
員
会
議
の
日

に
は
全
学
年
４
時
間

授
業
と
し
、
午
後
か

ら
会
議
の
時
間
と
し

ま
し
た
。
月
２
回
の

４
時
間
授
業
。
た
っ

た
２
時
間
で
も
幸
せ

に
感
じ
て
し
ま
う
。

こ
れ
が
「
改
善
」
で

満
足
し
て
し
ま
う
一

因
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

皆
さ
ん
の
学
校
の

「
改
善
・
改
革
」
話

お
聞
き
し
た
い
で

す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
７月７月

２
次
面
接
・
場
面
指
導

２
次
面
接
・
場
面
指
導

筆
記
試
験
対
策
に
取
組
む

筆
記
試
験
対
策
に
取
組
む

ガーベラガーベラ
だよりだより

事
務
職
員
は
忙
し
い

負
担
軽
減
望
む

デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
市
民
を
守
る

公
共
を
取
り
戻
す
公
務
共
闘

公
務
共
闘

　

府
民
要
求
連
絡
会

（
府
民
連
）
は
６
月
11

日
府
民
学
習
会
を
開
催

し
、
中
山
徹
奈
良
女
子

大
学
名
誉
教
授
が
講
演

「
副
首
都
構
想
の
本
質

と
展
望
―
住
民
の
暮
ら

し
と
大
阪
府
の
広
域
的

役
割
―
」
を
行
い
ま
し

た
。維

新
の
政
策

＝
集
中
政
策

　

二
重
行
政
に
問
題
が

あ
る
と
し
て
い
る
が
、

維
新
府
・
市
政
の
本
質

は
、
府
市
が
行
う
公
共

投
資
を
集
中
さ
せ
、
民

間
投
資
も
集
中
す
る
よ

う
に
規
制
緩
和
を
進
め

る
こ
と
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
組
み
が

大
阪
都
構
想
（
財
源
、

権
限
を
大
阪
府
に
）。

住
民
投
票
で
否
決
（
15

に
昨
年
度
ま
で
の
経
験

だ
け
で
な
く
、
１
次
面

接
試
験
の
直
前
、
５
月

の
学
校
行
事
（
運
動

会
、
避
難
訓
練
、
宿
泊

学
習
、
全
校
遠
足
な

ど
）
で
取
り
組
ん
だ
こ

と
を
具
体
的
に
書
く
よ

う
に
伝
え
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
の
「
教
採

突
破
講
座
③
」
で
も
受

講
生
１
人
ひ
と
り
の
思

い
に
寄
り
添
っ
て
、
２

次
面
接
・
場
面
指
導
・

筆
記
試
験
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

事
務
職
員
部
は
６
月

13
日
ラ
ン
チ
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
覚
道
新

委
員
長
、
Ｏ
Ｂ
の
み
な

さ
ん
と
交
流
が
で
き
ま

し
た
。

　

委
員
長
あ
い
さ
つ
で

は
「
事
務
職
員
が
忙
し

い
」
と
第
一
声
。
職
場

で
仕
事
の
話
を
し
た
い

と
思
っ
て
も
声
も
か
け

ら
れ
な
い
状
況
は
改
善

が
必
要
と
。
こ
の
間
、

世
の
中
に
平
和
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
１

人
ひ
と
つ
の
平
和
行
動

を
と
よ
び
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
案
書
や

予
算
決
算
、
要
求
書
に

つ
て
、
執
行
委
員
か
ら

説
明
が
あ
り
、
１
年
か

け
て
議
案
書
等
を
精
査

し
て
い
く
こ
と
と
学
習

会
を
開
催
し
よ
う
と
確

認
し
ま
し
た
。
お
料
理

・
飲
物
が
運
ば
れ
て
、

現
役
は
事
務
職
員
の
状

況
を
Ｏ
Ｂ
は
退
職
後
の

状
況
を
自
己
紹
介
し
な

が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

現
場
に
は
多
岐
で
細
か

　

「
教
採
突
破
講
座

②
」（
４
月
25
日
）
に

参
加
し
た
受
講
生
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
昨
年
度
は
、
準
備

を
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
に

面
接
試
験
を
受
け
ま
し

た
。『
講
座
』
の
面
接

練
習
は
と
て
も
実
践
的

で
し
た
。
今
回
は
学
校

現
場
の
経
験
を
面
接
で

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
面
接

個
票
の
書
き
方
は
、
自

己
Ｐ
Ｒ
や
職
歴
欄
の
一

番
伝
え
た
い
箇
所
に
蛍

光
ペ
ン
で
線
を
引
く
な

ど
、
は
じ
め
て
知
っ
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
２
次
試
験
に

向
け
て
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
が
、
日
々
の
勤

務
が
と
て
も
忙
し
く
少

し
し
か
準
備
の
時
間
が

取
れ
ま
せ
ん
。
７
月
の

『
２
次
試
験
対
策
』
で

も
、
し
っ
か
り
学
び
た

い
と
思
い
ま
す
」。

　

個
別
相
談
で
は
、
面

接
個
票
の
「
職
歴
欄
」

大阪市民は
三重に馬鹿にされている

副首都構想学習会

年
、
20
年
）
さ
れ
て

も
、
15
年
に
副
首
都
推

進
本
部
を
設
置
し
、
21

年
に
府
市
一
体
化
条
例

を
策
定
。
大
阪
都
構
想

は
２
度
に
わ
た
っ
て
否

決
さ
れ
た
が
、
開
発
、

経
済
政
策
等
は
大
阪
府

と
大
阪
市
が
一
体
に
な

っ
て
進
め
て
き
た
。

　

進
行
し
て
い
る
「
集

中
政
策
」
は
、
大
阪
駅

北
側
（
う
め
き
た
）
に

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

と
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大

阪
、
商
業
・
業
務
・
ホ

テ
ル
・
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
を
開
発
。
容
積
率

を
２
倍
に
規
制
緩
和

（
民
間
企
業
の
利
益

増
）。

　

「
キ
タ
」
と
「
ミ
ナ

ミ
」
を
結
ぶ
な
に
わ
筋

線
。「
ヒ
ガ
シ
」
に
大

阪
公
立
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
、
１
万
人
の
ア
リ
ー

ナ
構
想
。「
ニ
シ
」
は

万
博
後
の
カ
ジ
ノ
開
業

整
備
、
阪
神
高
速
道
路

淀
川
左
岸
線
・
Ｊ
Ｒ
桜

島
線
延
伸
。

維
新
15
年

大
阪
は
成
長
せ
ず

　

維
新
が
大
阪
府
政
、

大
阪
市
政
を
担
っ
て
15

年
、
都
構
想
は
実
現
し

て
い
な
い
が
、
開
発
、

経
済
政
策
に
関
し
て
の

府
市
の
一
体
化
（
二
重

行
政
無
し
）
が
進
ん
だ

が
経
済
は
「
長
期
低
迷

傾
向
」。

　

人
口
推
移
、
県
内
総

生
産
、
１
人
当
た
り
の

雇
用
者
報
酬
で
全
国
平

均
以
下
、
完
全
失
業
率

は
高
い
。

　

大
阪
中
心
部
に
タ
ワ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
乱
立

し
、
臨
海
部
で
は
新
た

な
鉄
道
整
備
、
道
路
整

備
。
一
方
、
富
田
林
市

を
中
心
に
バ
ス
事
業
を

営
ん
で
い
た
民
間
事
業

者
が
バ
ス
事
業
そ
の
も

の
か
ら
撤
退
。

副
首
都
指
定
で

集
中
政
策
さ
ら
に

　

副
首
都
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
で
、
財
政
上
、

税
制
上
、
金
融
上
の
優

遇
措
置
を
政
府
か
ら
引

出
し
、
政
府
の
財
源
で

集
中
政
策
を
進
め
る
。

そ
の
一
方
で
も
う
一

度
、
政
府
の
市
町
村
合

併
に
関
す
る
特
例
措
置

を
引
き
出
し
、
郊
外
で

の
合
併
を
進
め
る
。

大
阪
市
の
将
来

大
阪
市
民
が
決
め
る

　

大
阪
市
民
は
三
重
に

馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
。

①
大
阪
市
を
解
体
し
、

財
源
、
権
限
を
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
②
過
去
２

回
住
民
投
票
で
否
決
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
３
回
目
の
住
民
投

票
が
実
施
さ
れ
る
。
③

大
阪
市
の
解
体
を
大
阪

市
民
以
外
で
決
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
特
別
区

に
な
る
と
、
元
の
大
阪

市
に
戻
す
手
立
て
は
存

在
し
な
い
。

　

副
首
都
法
案
は
、
維

新
が
都
構
想
を
実
現
す

る
た
め
に
、
与
党
の
立

場
を
利
用
し
て
作
ろ
う

と
し
て
い
る
法
律
。
そ

の
結
果
、
大
阪
市
民
の

自
治
は
踏
み
に
じ
ら

れ
、
憲
法
違
反
と
も
言

え
る
事
態
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。

　

統
一
地
方
選
挙
で
大

阪
市
長
を
代
え
れ
ば
、

「
特
別
区
の
申
請
を
し

な
い
」
こ
と
が
で
き

る
。
３
回
目
の
住
民
投

票
は
維
新
の
瓦
解
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ

る
。

　　

公
共
を
国
民
・
住
民

の
手
に
取
り
戻
す
大
阪

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
６
月

７
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
大
阪
公
務
・
公

共
関
連
労
働
組
合
共
闘

会
議
。

　

自
治
労
連
が
「
シ
ス

テ
ム
標
準
化
・
統
一
化

（
自
治
体
Ｄ
Ｘ
）
で
現

場
は
」
を
報
告
。
納
付

書
や
通
知
書
で
名
前
・

住
所
の
確
認
が
必
要
で

時
間
も
手
間
も
か
か

る
、
導
入
半
年
で
改
修

も
必
要
で
安
く
な
っ
て

い
な
い
。

　

国
公
労
連
（
労
働

局
）
が
、「
国
の
行
政

文
書
の
76
％
が
『
紙
』。

出
勤
簿
に
印
鑑
を
押
し

て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
電
子

化
と
称
し
て
い
る
な

ど
、『
デ
ジ
タ
ル
化
を

す
れ
ば
効
率
化
さ
れ
る

だ
ろ
う
』
と
い
う
命
題

が
独
り
歩
き
し
環
境
整

備
さ
れ
ず
、
シ
ス
テ
ム

設
計
も
不
十
分
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

大
教
組
は
、
世
界
で

は
ア
ナ
ロ
グ
教
育
回
帰

の
動
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
規
制

の
流
れ
も
広
が
る
が
、

日
本
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
教

育
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

使
用
の
強
制
が
続
い
て

い
る
こ
と
を
報
告
。

　

福
祉
保
育
労
は
、
作

業
所
の
職
員
は
利
用
者

の
発
達
を
「
１
年
単

位
」「
10
年
以
上
の
ス

パ
ン
」
で
見
守
る
専
門

職
で
あ
る
こ
と
、「
効

率
化
」
や
「
生
産
性
」

で
人
手
不
足
は
解
決
し

な
い
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

黒
田
兼
一
明
治
大
学

名
誉
教
授
が
自
治
体
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
助
言
し
、

講
演
し
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
は
総
務
省
の
「
自

治
体
戦
略
２
０
４
０
構

想
」（
17
年
10
月
）。
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を

使
う
こ
と
で
従
来
の
半

分
の
職
員
で
も
機
能
発

揮
で
き
る
自
治
体
。
①

行
政
手
続
き
の
電
子

化
、
②
自
前
シ
ス
テ
ム

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
の
共
同

利
用
、
③
Ａ
Ｉ
活
用
に

積
極
的
な
人
的
資
源
・

財
政
投
資
。
大
切
な
こ

と
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
す
る
の
か
、
現

場
の
声
が
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
、
住
民
の
声

が
聞
こ
え
る
の
か
、
職

員
削
減
の
「
口
実
」
や

「
手
段
」で
な
い
、
住
民

の
個
人
情
報
の
保
護
が

十
分
か
と
い
う
こ
と
。

判
断
で
き
る
の
は
現
場

で
あ
り
、
公
共
を
住
民

の
手
に
取
り
戻
そ
う
。

要
請
署
名

い
業
務
を
軽
減
す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
な
の

に
、
就
学
援
助
の
電
子

申
請
が
不
調
で
実
現
延

長
、
新
教
科
書
シ
ス
テ

ム
は
入
力
が
煩
雑
、
主

任
主
務
の
支
援
業
務
が

自
校
事
務
を
圧
迫
し
時

間
外
に
な
る
が
時
間
外

の
縮
減
と
の
板
挟
み
で

悩
む
な
ど
事
務
職
員
の

負
担
軽
減
と
高
ス
ト
レ

ス
状
況
改
善
を
望
む
交

流
と
な
り
ま
し
た
。


